
平成１９年度 港湾請負工事積算基準 対比表（Ｈ１９．１０．１一部改訂）

掲 載 頁 現行基準 改 定

３章 ３節 (3) 能力係数等 (3) 能力係数等

基礎工
係 数 区 分 補正係数 摘 要 係 数 区 分 補正係数 摘 要

P3-3-19

10ｍ未満 0.86 平均干潮面（Ｍ.Ｌ.Ｗ 10ｍ未満 0.86 平均干潮面（Ｍ.Ｌ.Ｗ

10～15ｍ 〃 0.78 .Ｌ.）からの水深とす 10～15ｍ 〃 0.78 .Ｌ.）からの水深とす

Ｅ 水深区分 15～20ｍ 〃 0.67 る。 Ｅ 水深区分 15～20ｍ 〃 0.92 る。８ ８

20～25ｍ 〃 0.56 20～25ｍ 〃 0.75

25～30ｍ 〃 0.47 25～30ｍ 〃 0.67

係数区分の補足表 係数区分の補足表

係 数 区 分 係数区分の適用明細 係 数 区 分 係数区分の適用明細

15ｍ未満 単独潜水方式
追加 Ｅ 水深区分８

15～30ｍ
２人潜水方式(交互)

未 満

３章 ５節 (3) 能力係数等 (3) 能力係数等

被覆・根固工
係 数 区 分 補正係数 摘 要 係 数 区 分 補正係数 摘 要

P3-5-10

10ｍ未満 0.86 平均干潮面（Ｍ.Ｌ.Ｗ 10ｍ未満 0.86 平均干潮面（Ｍ.Ｌ.Ｗ

10～15ｍ 〃 0.78 .Ｌ.）からの水深とす 10～15ｍ 〃 0.78 .Ｌ.）からの水深とす

Ｅ 水深区分 15～20ｍ 〃 0.67 る。 Ｅ 水深区分 15～20ｍ 〃 0.92 る。８ ８

20～25ｍ 〃 0.56 20～25ｍ 〃 0.75

25～30ｍ 〃 0.47 25～30ｍ 〃 0.67

係数区分の補足表 係数区分の補足表

係 数 区 分 係数区分の適用明細 係 数 区 分 係数区分の適用明細

15ｍ未満 単独潜水方式
追加 Ｅ 水深区分８

15～30ｍ
２人潜水方式(交互)

未 満



平成１９年度 港湾請負工事積算基準 対比表（Ｈ１９．１０．１一部改訂）

掲 載 頁 現行基準 改 定

１９．潜水士船 １９．潜水士船単価表

潜水士船 運転１日当り 就業８時間 ①潜水士船 運転１日当り 就業８時間単-29

数 量 数 量
名 称 形状寸法 単位 摘 要 名 称 形状寸法 単位 摘 要

Ｄ 70PS型 3～5t吊 51kW Ｄ 70PS型 3～5t吊 51kW

主 燃 料 軽 油 51 主 燃 料 軽 油 51ç ç

潜水世話役 人 0.10×β 潜水世話役 人 0.10×β

潜 水 士 〃 1×β 潜 水 士 〃 1×β

潜水連絡員 〃 1×β 潜水連絡員 〃 1×β

潜水送気員 〃 1×β 潜水送気員 〃 1×β

損 料 運 転 日 1 損 料 運 転 日 1

〃 供 用 〃 α 〃 供 用 〃 α

潜水士船 供用１日当り 潜水士船 供用１日当り

数 量 数 量
名 称 形状寸法 単位 摘 要 名 称 形状寸法 単位 摘 要

Ｄ 70PS型 3～5t吊 51kW Ｄ 70PS型 3～5t吊 51kW

潜水世話役 人 0.10 潜水世話役 人 0.10

潜 水 士 〃 1 潜 水 士 〃 1

潜水連絡員 〃 1 潜水連絡員 〃 1

潜水送気員 〃 1 潜水送気員 〃 1

損 料 供 用 日 1 損 料 供 用 日 1

②潜水士船(２人潜水方式(交互)) 運転１日当り 就業８時間

数 量
名 称 形状寸法 単位 摘 要

Ｄ 70PS型 3～5t吊 51kW

主 燃 料 軽 油 51ç

潜水世話役 人 0.10×β

潜 水 士 〃 2×β

潜水連絡員 〃 1×β

潜水送気員 〃 1×β

損 料 運 転 日 1

〃 供 用 〃 α

注）基礎工、被覆・根固工における、石材均し水深区分15m以深の場合に適用する。

追加

潜水士船(２人潜水方式(交互)) 供用１日当り

数 量
名 称 形状寸法 単位 摘 要

Ｄ 70PS型 3～5t吊 51kW

潜水世話役 人 0.10

潜 水 士 〃 2

潜水連絡員 〃 1

潜水送気員 〃 1

損 料 供 用 日 1

注）基礎工、被覆・根固工における、石材均し水深区分15m以深の場合に適用する。
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平成１９年度 港湾請負工事積算基準 正誤表（Ｈ１９．６．２９）

掲 載 頁 誤 正

３章 １節 ３）土運船と引船押船の組合せ ３）土運船と引船押船の組合せ

浚渫・土捨工
土運船(曳航) 土運船(押航) 土運船(曳航) 土運船(押航)

P3-1-55 引船規格 押船規格 引船規格 押船規格
規格区分 規格区分 規格区分 規格区分

鋼 300ｍ 積 鋼Ｄ 500PS型 鋼 650ｍ 積 鋼Ｄ 1,300PS型 鋼 300ｍ 積 鋼Ｄ 500PS型 鋼 650ｍ 積 鋼Ｄ 1,300PS型３ ３ ３ ３

〃 650 〃 〃 1,000 〃 〃 1,300 〃 〃 2,000 〃 〃 650 〃 〃 1,000 〃 〃 1,300 〃 〃 2,000 〃

〃1,300 〃 〃 1,500 〃 注）天候、潮流、波浪等の条件の悪い場合は、引船押船規格を別途考慮することができる。

注）天候、潮流、波浪等の条件の悪い場合は、引船押船規格を別途考慮することができる。

３章 ７節 (3) 陽極取付 １日（ 個）当り (3) 陽極取付 １日（ 個）当り

付属工
数 量 数 量

P3-7-16

既設構造 既設構造 既設構造 既設構造

名 称 形 状 寸 法 単位 物等を基 物等を基 摘 要 名 称 形 状 寸 法 単位 物等を基 物等を基 摘 要

地として 地として 地として 地として

作業でき 作業でき 作業でき 作業でき

る場合 ない場合 る場合 ない場合

ｱﾙ ﾐﾆ ｳ ﾑ合金陽極 取付ﾌﾟﾚｰﾄを含む 個 17.2 8.6 ｱ ﾙ ﾐ ﾆ ｳ ﾑ合金陽極 取付ﾌﾟﾚｰﾄを含む 個 17.2 8.6

陽 極 取 付 クレーン込み 〃 17.2 － 市場単価 陽 極 取 付 クレーン込み 〃 17.2 － 市場単価

潜 水 士 船 運転 Ｄ70PS型 3～5ｔ吊 日 － 1 就業8Ｈ 潜 水 士 船 運転 Ｄ70PS型 3～5ｔ吊 日 － 1 就業8Ｈ

台 船 運転 鋼100ｔ積 〃 － 0.3 就業8Ｈ 台 船 運転 鋼100ｔ積 〃 － 0.3 就業8Ｈ

引 船 〃 鋼Ｄ200PS型 〃 － 0.3 運2H/就8H 引 船 〃 鋼Ｄ200PS型 〃 － 0.3 運2H/就8H

溶 接 機 Ｄ300Ａ 〃 － 1 溶 接 機 Ｄ300Ａ 〃 － 1

普 通 作 業 員 人 － 2.3 普 通 作 業 員 人 － 2.3

消 耗 品 ％ － 2 労務費の％ 消 耗 品 ％ － 2 労務費の％

雑 材 料 － 雑 材 料 －

注）1.電気防食工事を単独発注する場合の船舶については、諸経費込みの単価とする。 注）1.電気防食工事を単独発注する場合の船舶については、諸経費込みの単価とする。

（ （ 参照）「第３部 その他の積算基準、第６編 船舶および機械器具の借上費積算基 「第３部 その他の積算基準、第４編 船舶および機械器具の借上費」

参照）。 2.消耗品費は、溶接棒、水中溶接ホルダ等の費用である。準」

2.消耗品費は、溶接棒、水中溶接ホルダ等の費用である。

※本頁以降に記載がある借上費について、「第４編 船舶および機械器具の借上費」に名称を訂正する。

３章 １３節 (2)機械舗設（小規模） １日（ ｍ ）当り (2)機械舗設（小規模） １日（ ｍ ）当り２ ２

舗装工
名 称 形 状 寸 法 単 位 数 量 摘 要 名 称 形 状 寸 法 単 位 数 量 摘 要

P3-13-22
ｱ ｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ 混 合 材 ｔ 割増しを含む ｱ ｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ 混 合 材 ｔ 割増しを含む

ｱ ｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ ﾌ ｨ ﾆ ｯ ｼ ｬ 2.40～4.50ｍ 日 1 運：作業能力／就8Ｈ ｱ ｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ ﾌ ｨ ﾆ ｯ ｼ ｬ 2.40～4.50ｍ 日 1 運：作業能力／就8Ｈ

ロ ー ド ロ ー ラ ｶﾞｽ マカダム 10～12t 〃 1 〃 ロ ー ド ロ ー ラ ｶﾞｽ マカダム 10～12t 〃 1 〃排出 対策型 排出 対策型

タ イ ヤ ロ ー ラ ｶﾞｽ 8～20ｔ 〃 1 〃 タ イ ヤ ロ ー ラ ｶﾞｽ 8～20ｔ 〃 1 〃排出 対策型 排出 対策型

世 話 役 人 1 世 話 役 人 1

特 殊 作 業 員 〃 4 特 殊 作 業 員 〃 4

普 通 作 業 員 〃 5 普 通 作 業 員 〃 5

雑 材 料 ％ 10 労務費の％ 雑 材 料 ％ 10 労務費の％

注）1.ｱｽﾌｧﾙﾄ混合材質量（ｔ）＝施工数量（ｍ ）×舗装厚（層別）×設計密度×1.05 注）1.ｱｽﾌｧﾙﾄ混合材質量（ｔ）＝施工数量（ｍ ）×舗装厚（層別）×設計密度×1.05２ ２

2.舗設規模が370ｍ 未満の場合、ｱｽﾌｧﾙﾄ混合材質量を算出するために用いる施工数量は、 2.舗設規模が370ｍ 未満の場合、ｱｽﾌｧﾙﾄ混合材質量を算出するために用いる施工数量は、３ ２

370ｍ を用いる。 370ｍ を用いる。３ ２

3.雑材料には型枠費用を含む。 3.雑材料には型枠費用を含む。

「本節 4.ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 ４－４－３ ｱｽﾌｧﾙﾄ乳剤散布」 「本節 4.ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 ４－４－３ ｱｽﾌｧﾙﾄ乳剤散布」4.ｱｽﾌｧﾙﾄ乳剤散布については 4.ｱｽﾌｧﾙﾄ乳剤散布については

において計上する。 において計上する。
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平成１９年度 港湾請負工事積算基準 正誤表（Ｈ１９．６．２９）

掲 載 頁 誤 正

３章 １３節 (3)人力舗設 １日（100ｍ ）当り (3)人力舗設 １日（100ｍ ）当り２ ２

舗装工
数 量 数 量

P3-13-22
名 称 形状寸法 単位 仕上げ厚 t(cm) 摘 要 名 称 形状寸法 単位 仕上げ厚 t(cm) 摘 要

t 5 5<t 10 t 5 5<t 10≦ ≦ ≦ ≦

ｱ ｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ 混 合 材 ｔ 割増しを含む ｱ ｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ 混 合 材 ｔ 割増しを含む

ｱ ｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ 乳 剤 PK-3またはPK-4 ℓ 〃 ｱ ｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ 乳 剤 PK-3またはPK-4 ℓ 〃

タ ン パ 60～100 kg 日 2 就業8Ｈ タ ン パ 60～100 kg 日 2 就業8Ｈ

世 話 役 人 0.4 世 話 役 人 0.4

特 殊 作 業 員 〃 1.2 1.6 特 殊 作 業 員 〃 1.2 1.6

普 通 作 業 員 〃 1.3 2.0 普 通 作 業 員 〃 1.3 2.0

雑 材 料 ％ 機械・労務費の％ 雑 材 料 ％ 機械・労務費の％

注）1.ｱｽﾌｧﾙﾄ混合材質量（ｔ）＝施工数量（ｍ ）×舗装厚（層別）×設計密度×1.05 注）1.ｱｽﾌｧﾙﾄ混合材質量（ｔ）＝施工数量（100ｍ ）×舗装厚（層別）×設計密度×1.05２ ２

2.雑材料には型枠費用を含む。 2.ｱｽﾌｧﾙﾄ乳剤の散布量と雑材料率は下表による。

3.ｱｽﾌｧﾙﾄ乳剤散布については 3.雑材料には型枠およびｱｽﾌｧﾙﾄ乳剤散布の費用を含む。「本節 4.ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 ４－４－３ ｱｽﾌｧﾙﾄ乳剤散布」

において計上する。

100ｍ 当りｱｽﾌｧﾙﾄ乳剤の散布量と雑材料率 100ｍ 当りｱｽﾌｧﾙﾄ乳剤の散布量と雑材料率２ ２

雑材料率（％） 雑材料率（％）

工 種 施 工 区 分 散布量 ( ) 仕上げ厚 t(cm) 工 種 施 工 区 分 散布量 ( ) 仕上げ厚 t(cm)

t 5 5<t 10 t 5 5<t 10≦ ≦ ≦ ≦

プライムコート（PK-3） 基層施工前 102 10 10 プライムコート（PK-3） 基層施工前 102 10 10

タックコート（PK-4） 表層・中間層施工前 31 6 7 タックコート（PK-4） 表層・中間層施工前 31 6 7

注）上記散布量には、割増しを含んでいる。 注）上記散布量には、割増しを含んでいる。

３章 １６節 ３）代価表 ３）代価表

仮設工 (1) 先行掘削 海上 １日（ 本）当り (1) 先行掘削 海上 １日（ 本）当り

P3-16-(15)
数 量 数 量

名 称 形状寸法 単位 全 回 転 型 摘 要 名 称 形状寸法 単位 全 回 転 型 摘 要
二軸同軸式 二軸同軸式

ｵｰﾙｹｰｼﾝｸﾞ ｵｰﾙｹｰｼﾝｸﾞ
ｱｰｽｵｰｶﾞ機 ｱｰｽｵｰｶﾞ機

掘削機 掘削機

置 換 材 ｍ 割増を含む 置 換 材 ｍ 割増を含む3 3

損 耗 量 オーガヘッドビット 個 － 損 耗 量 オーガヘッドビット 個 －

損 耗 量 ケ ーシン グビッ ト 〃 損 耗 量 ケ ーシン グビット 〃

掘 削 機 日 1 運6Ｈ／就8Ｈ 掘 削 機 日 1 運6Ｈ／就8Ｈ

発 動 発 電 機 排出ｶﾞｽ対策型 KVA 〃 － 発 動 発 電 機 KVA 〃 －

油圧式ｽﾊﾟｯﾄ台船 運転 800～1000t積 油圧式ｽﾊﾟｯﾄ台船 運転 800～1000t積
〃 1 － 就業8H 〃 1 － 就業8H

（先行掘削用） 昇降能力 220～240ｔ （先行掘削用） 昇降能力 220～240ｔ

杭 打 船 〃 H‐125 〃 － 1 運6Ｈ／就8Ｈ 杭 打 船 〃 H‐125 〃 － 1 運6Ｈ／就8Ｈ

台 船 〃 鋼 500ｔ積 〃 1 就業8Ｈ 台 船 〃 鋼 500ｔ積 〃 1 就業8Ｈ

引 船 〃 鋼Ｄ 500PS型 〃 1 運2Ｈ／就8Ｈ 引 船 〃 鋼Ｄ 500PS型 〃 1 運2Ｈ／就8Ｈ

揚 錨 船 〃 鋼Ｄ 5ｔ吊 〃 1 就業8Ｈ 揚 錨 船 〃 鋼Ｄ 5ｔ吊 〃 1 就業8Ｈ

クローラクレーン (油) 80ｔ吊 〃 1 － 運6Ｈ／就8Ｈ クローラクレーン (油) 80ｔ吊 〃 1 － 運6Ｈ／就8Ｈ

排出ｶﾞｽ対策型・ｸﾛｰﾗ型 排出ｶﾞｽ対策型・ｸﾛｰﾗ型
バ ッ ク ホ ウ 〃 － 1 運6Ｈ／就8Ｈ バ ッ ク ホ ウ 〃 － 1 運6Ｈ／就8Ｈ

山積0.8m （平積0.6m ） 山積0.8m （平積0.6m ）3 3 3 3

世 話 役 人 1 1 世 話 役 人 1 1

と び 工 〃 2 3 と び 工 〃 2 3

普 通 作 業 員 〃 2 2 普 通 作 業 員 〃 2 2

雑 材 料 雑 材 料

注）1.掘削土量により台船、土運船が必要な場合は別途計上する。 注）1.掘削土量により台船、土運船が必要な場合は別途計上する。

2.杭打船は、ハンマー損料を差し引いた損料を計上する。 2.杭打船は、ハンマー損料を差し引いた損料を計上する。
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平成１９年度 港湾請負工事積算基準 正誤表（Ｈ１９．６．２９）

掲 載 頁 誤 正

②バイブロハンマ 運転１日当り（ハット形鋼矢板打設） ②バイブロハンマ 運転１日当り（ハット形鋼矢板打設・陸上施工）単価表

単-46
数 量 数 量

名 称 形状寸法 単位 電動式・可変モーメント型 60kW 90kW 摘 要 名 称 形状寸法 単位 電動式・可変モーメント型 60kW 90kW 摘 要

クローラクレーン （油）50～55t吊 クローラクレーン （油）50～55t吊

損料(換算) 供 用 日 1.30 指定事項 損料(換算) 供 用 日 1.30 指定事項

注）損料(換算)は、損料算定基準の参考欄の供用１日当り換算損料を使用する。 注）損料(換算)は、損料算定基準の参考欄の供用１日当り換算損料を使用する。

②'バイブロハンマ 運転１日当り（ハット形鋼矢板打設・海上施工）

数 量

名 称 形状寸法 単位 電動式・可変モーメント型 60kW 90kW 摘 要
追加

クレーン付台船、起重機船

損 料 運 転 時間 6.0

〃 供 用 日 α


